


























































































































































































































































































CD　5 一 一 十？ 一 十？ 一 10＜
CD　6 甘 ? ? 一 α） 一 α）
IFA 十 十 什 卦 十 十 8．1（mouse）7．9（rat）
score　　十ト：significanct　1うく0．01　十：significantヵ〈0．05　十？：not　significant，　the　tendency　shown
　　　　＿：not　significant，　the　tendency　not　shown
animal　mouse：analgesic　and　toxic　tests
　　　　rat：hypothermic，　antipyretic　and　anti・in且am皿atory　tests
route　of　drug　administrationψ〃os
σ）not　yet　tested
カラゲニン浮腫抑制作用はみられなかった，水可
溶性分画CD　5は軽度のwrithing　responsesの
抑制およびデキストラン浮腫の抑制がみられると
報告している．（Table　I）22）
　柴田ら23）は，サラシナショウマも北升麻と同様
の分画を行い，抗炎症作用をみている．（Table　2）
　エーテル可溶分画CS　4とブタノール可溶分画
CS　6に，正常体温下降作用，圧刺激法による鎮痛
作用，カラゲニン浮腫抑制作用を認めている．さ
らにサラシナショウマを同様に分画し，抽出分離
初期の水可溶性分画CS　2に有意のチオペンター
ル催眠の延長およびストリキニーネ痙れんの抑
制，熱湯不溶分画CS　3に鎮静，抗痙れん作用，
水可溶性分画CS　5にモルモット摘出輸精管でノ
ルエピネフリンによる収縮を抑制，ラット摘出直
腸一肛門部で，アセチルコリン収縮に対するisO・
一 49一
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Table　IL　サラシナショウマ画分のいくつかの薬理効果
Fractions
CS　4
CS　5
CS　6
Hypothermic
Analgenic
Writhing
十？
Tail　pressure
Anti・in且ammatory
　Carrageenin
　　　 dema
十
十
十
An i・ulcerative
　Acetic　acid
　anal　ulcer
＿α）
十？b）
十b）
Score　　→十：significantρ＜0．01　十：signi丘cantカく0．05　十～：not　signi丘cant，　the　tendency　shown
　　　　－：not　signi丘cant，　the　tendency　not　shown
Animal　mouse：analgesic　test
　　　　　rat：hypothermic，　anti・in且ammatory　and　anti・ulcerative　tests
Route　of　drug　administration：ρ〃os　dose：291kg
　　α）0．591kg／day，♪α×5　　　b）LOg／kglday，ヵ」o．×5
protereno1抑制を抑制したことを認めている．近
藤ら24）は，北升麻からのcimifugin（8）に中枢神
経抑制作用を認めている，近藤ら25）は北升麻から
のvisamminol（10）とvisnagin（11）が腸管に
対して鎮痙作用を認めている．草野ら26）はcimi・
cifugoside（12）およびその酸処理して得られる
cimicifugenin（13）のヒトリンパ球のPHA反応
阻害作用を認めている．北升麻および西升麻に呼
吸困難緩和，喉内疾患の予防効果27）および皮膚保
護作用28），北升麻および関升麻の水抽出部の骨格
筋および心筋の収縮抑制作用29）等が知られてい
る．高松ら3°）は北升麻のMeOHエキスを経口投
与し，四塩化炭素肝障害の予防効果を検討し，
cimigenol　xylosideが活性成分であることを明ら
かにした．
　この研究の一部は大谷助成金に基づいて行われ
たことをここに感謝致します．
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